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浄土真宗の多くのお寺の内陣には、ふつう二
人の人物の絵像が安置されています。その一
人は宗祖親鸞聖人（1173-1262）であり、も
う一人は浄土真宗の中興の祖と言われる本願
寺八世蓮如上人（1415-1499）です。

蓮如上人は、応永二十二年（1415）に本願寺
七世存如上人の長男として誕生し、十七歳で
得度し、諱（いみな）を兼寿と称しました。
幼少の時に生母と離別し、不遇な境遇に甘ん
じながら青年期を過ごしましたが、長禄元年
（1457）、蓮如上人が四十三歳の時に本願寺
八世を継職されました。現在の浄土真宗の隆
盛を語る上で蓮如上人のご功績はまことに大
きいと言えます。

蓮如上人が親鸞聖人の教えを世に広めるために
行ったいくつかの行動の中に、二つの特徴的な
ものがありました。その一つが“名号本尊（南
無阿弥陀仏）の配布”であり、もう一つが今日
「御文章」と呼ばれて親しまれている、門信徒
に向けて書かれたお手紙です。その数は二百数
十通に及ぶと言われています。そのお手紙の中
には、浄土真宗の大事な点がどんな人にも理解
しやすいように簡単な言葉をもちいて表現され
ています。蓮如上人によって書かれた名号を与
えることにより、名号を受けた人々、特に農民
たちは、これを日夜礼拝の対象とし、これが今
日の各家庭のお仏壇の原型になりました。そし

て、門信徒に向けて書かれた多くの手紙は、彼ら
の信仰の手本となりました。これらの蓮如上人の
ご努力によって、民衆の教化が大いに促進され、
教団の復興が果たされました。

現在でも、お勤めの一環として御文章は読まれま
すが、よく知られているものに「聖人一流章」が
あります。この御文章には、浄土真宗の大切な教
えが要約されています。「聖人一流の御勧化（ご
かんけ）のおもむきは、信心をもつて本とせられ
候ふ。そのゆゑは、もろもろの雑行をなげすて
て、一心に弥陀に帰命すれば、不可思議の願力と
して、仏のかたより往生は治定せしめたまふ。そ
の位を『一念発起入正定之聚（いちねんぽつきに
ゅうしょうじょうしじゅ）』とも釈し、そのうへ
の称名念仏は、如来わが往生を定めたまいし御恩
報尽の念仏とこころうべきなり。あなかしこ、あ
なかしこ。」

このお手紙の前半には、「信心」の大切さ
が説かれています。蓮如上人は、他のお手
紙の中でも浄土真宗における信心の重要性
を繰り返し説かれていますが、ここでも親
鸞聖人の教えの根本は信心だといわれてい
ます。浄土真宗における信心とは、阿弥陀
仏の、五劫という計り知れない時間をかけ
て成し遂げられた、どのようなものであろ
うとも漏らすことなく必ず救うという真心
からの願いを深く信じて疑わない心です。
その尊い阿弥陀仏の願いをありのまま受け
入れることが信心であり、その時、すでに
私たちが救いの中に包まれているという安
心感を得ることができるわけです。それを
「正定之聚（必ずさとりを開いて仏になる
ことがさだまった仲間）」に入ることがで
きた証（あかし）であるとし、その後は、
感謝の気持ちのあらわれとして阿弥陀仏の
名前をほれぼれと呼ばせてもらえばよいと
言われたわけです。

当時、文字も知らないような人たちにも、こ
の蓮如上人のお手紙はよく理解できたことと
思います。このように、御文章によって、浄
土真宗の教えはのちの世代へと連綿と伝えら
れてきました。ですから、御文章には、私た
ち門信徒がこれからも後世に相続していくべ
き、大切な浄土真宗の教えと蓮如上人の願い
が込められているわけです。
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